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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期

第２四半期
連結累計期間

第74期
第２四半期
連結累計期間

第73期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年９月30日

自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

売上高 （千円） 12,106,126 11,828,959 24,531,520

経常利益 （千円） 1,130,204 1,680,206 2,523,696

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 779,137 1,146,276 1,701,356

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 693,443 1,216,970 1,415,334

純資産額 （千円） 19,126,813 20,663,069 19,665,011

総資産額 （千円） 26,088,808 27,599,458 27,270,717

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 96.54 141.85 210.69

自己資本比率 （％） 73.3 74.9 72.1

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,844,510 1,140,195 3,824,971

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △821,938 △597,057 △1,633,854

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △240,726 △242,429 △440,245

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 3,712,968 4,996,273 4,682,181

 

回次
第73期

第２四半期
連結会計期間

第74期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2019年７月１日

至　2019年９月30日

自　2020年７月１日

至　2020年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 51.39 70.48

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．１株当たり四半期（当期）純利益の算定に当たり控除する自己株式には、役員向け株式交付信託及び従業員

向け株式交付信託が保有する当社株式を含めております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び子会社２社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間における事業環境は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で経済・社会活動が大き

く制限を受けた結果、景気が急速に減速するなど、厳しい状況となりました。また、住宅市場におきましても、４

月から８月の新設住宅着工戸数は、持家、貸家および分譲住宅共に前年を下回り、弱含みの推移となりました。

　新型コロナウイルス感染症緊急事態解除宣言に伴い、当社および当社取引先も徐々に通常の営業態勢に戻りつつ

ありますが、当社におきましては、「新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」を定め、コロナと共存した経

済を前提として営業・生産活動をするとともに引き続き感染防止に努めております。

　このような状況のなか、当社グループは、お客様への新たな価値の提供をめざした事業基盤づくりに取り組んで

まいりました。

　商品面では、生活スタイルが多様化し、アパートやマンション、二世帯住宅など間口の狭いスペースに収まるコ

ンパクトキッチンの需要が高まっているなか、コンパクトキッチンに対応した、短いＬ型吐水パイプのシングルレ

バー水栓を発売しました。

　営業面では、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による新設住宅市場の停滞に伴い受注が減少する一方で、住

宅リフォーム需要により管工機材商ルートからの高付加価値製品の受注が堅調に推移し、また、テレワークの普及

で在宅時間が増えたことによる巣篭り需要によりホームセンターからの受注も堅調で、全体として予想より小幅な

落ち込みとなりました。

　生産面では、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による受注減に備え、収益確保のため、原材料・部品の調達

ルートの見直しや一部内製化を含めた原価低減活動を徹底してまいりました。また、工場の自働化の一環として、

主力製品の生産ラインの自働化を進めておりますが、徐々に稼働率が上がり、原価低減に寄与しております。

　海外での販売は、新型コロナウイルス感染症の影響で中国現地客先への訪問営業を自粛していますが、オンライ

ンでの商談を進め、売上確保に努めております。

 

　当第２四半期連結累計期間における連結業績につきましては、売上高は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う

市場の停滞から、11,828百万円（前年同期比2.3％減）となりました。利益面では、売上と同様に高付加価値製品

が貢献したこと、為替・原材料等の価格が安定推移していること、また、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策

として営業活動の自粛や不要不急な外出制限等により販管費が減少したこともあり、営業利益は1,627百万円（前

年同期比56.8％増）、経常利益は1,680百万円（前年同期比48.7％増）となりました。親会社株主に帰属する四半

期純利益は、1,146百万円（前年同期比47.1％増）となりました。

 

　セグメント別の業績は以下の通りです。

　日本におきましては、売上高は、管工機材商ルートからの高付加価値製品の受注が堅調に推移し、管工機材商

ルートでは前年同期比4.7％増加しましたが、住宅設備機器メーカールートでは、前述のように、新型コロナウイ

ルス感染症拡大に伴う市場の停滞から、前年同期比9.2％減少した結果、11,968百万円（前年同期比1.9％減）とな

りました。営業利益は、売上と同様に高付加価値製品が貢献したこと、為替・原材料等の価格が安定推移している

こと、また、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として営業活動の自粛や不要不急な外出制限等により販管費

が減少したこともあり、1,706百万円（前年同期比52.2％増）となりました。

　中国におきましては、売上高は、グループ間の取引高の減少により2,096百万円（前年同期比9.9％減）となりま

した。営業利益は、売上高の減少に伴い、240百万円（前年同期比6.8％減）となりました。中国国内の外部顧客へ

の売上高は、現地でのオンラインでの商談を進めた結果、168百万円（前年同期比20.8％増）となりました。

　フィリピンにおきましては、グループ間のみの売買取引となります。

 

(2) 財政状態の分析

　資産は、前連結会計年度末に比べ328百万円増加し、27,599百万円となりました。これは主に現金及び預金が314

百万円増加したことによります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ669百万円減少し、6,936百万円となりました。これは主に支払手形及び買掛金

が332百万円減少したことによります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ998百万円増加し、20,663百万円となりました。この結果、自己資本比率は

74.9％（前連結会計年度末は72.1％）となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

314百万円増加し、4,996百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは1,140百万円の収入（前年同期比704百万円の収入減）となりました。これ

は主に税金等調整前四半期純利益1,682百万円、売上債権の減少110百万円、たな卸資産の減少30百万円、法人税等

の支払額533百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは597百万円の支出（前年同期比224百万円の支出減）となりました。これは

主に有形固定資産の取得による支出468百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは242百万円の支出（前年同期比１百万円の支出増）となりました。これは

主に配当金の支払額225百万円によるものです。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は161百万円であります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,120,500

計 23,120,500

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,347,078 8,347,078

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何ら限定
のない当社における
標準となる株式であ
り、単元株式数は100
株であります。

計 8,347,078 8,347,078 ― ―

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
― 8,347,078 ― 2,854,934 ― 3,023,334
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

有限会社北村興産 岐阜県岐阜市黒野320－１ 11,324 13.56

ＫＶＫ取引先持株会
岐阜県加茂郡富加町高畑字稲荷641番地

株式会社ＫＶＫ内
4,529 5.42

株式会社十六銀行 岐阜県岐阜市神田町８丁目26番地 4,000 4.79

岐阜信用金庫 岐阜県岐阜市神田町６丁目11 2,935 3.51

株式会社日本カストディ銀行

（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－12 2,885 3.45

元気なぎふ応援基金 岐阜県岐阜市今沢町18 2,695 3.22

北　村　博　志 岐阜県岐阜市 2,685 3.21

北　村　嘉　弘 岐阜県岐阜市 2,645 3.16

北　村　和　弘 岐阜県岐阜市 2,628 3.14

末　松　容　子 岐阜県岐阜市 2,575 3.08

計 ― 38,902 46.60

　（注）１．株式会社日本カストディ銀行（信託口）の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、288,500株であ

り、役員向け株式交付信託が保有する当社株式234,000株、従業員向け株式交付信託が保有する当社株式

29,700株が含まれております。

　　　　２．JTCホールディングス株式会社、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社及び資産管理サービス信託銀

行株式会社は2020年７月27日付で合併し、商号を株式会社日本カストディ銀行に変更しております。

　　　　３．上記のほか、証券保管振替機構名義の株式が265株あります。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
１（１）②発行済株式
の「内容」欄に記載の
とおりであります。普通株式 200

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,335,500 83,355 同上

単元未満株式 普通株式 11,378 － －

発行済株式総数  8,347,078 － －

総株主の議決権  － 83,355 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、

それぞれ200株及び65株が含まれております。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式

に係る議決権の数２個が含まれております。

　　　　２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株70株が含まれております。

　　　　３．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式234,000株

（議決権2,340個）、従業員向け株式交付信託が保有する当社株式29,700株（議決権297個）が含まれており

ます。なお、役員向け株式交付信託が保有する当該議決権の数2,340個は、議決権不行使となっておりま

す。
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②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

株式会社ＫＶＫ

岐阜県加茂郡富加町

高畑字稲荷641番地
200 － 200 0.00

計 － 200 － 200 0.00

　（注）１．2020年９月30日現在の当社保有の自己株式数は270株であります。

２．役員向け株式交付信託が保有する当社株式234,000株、従業員向け株式交付信託が保有する当社株式29,700

株は、上記自己株式には含まれておりません。

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

取締役

生産本部長兼ＫＰＳ推進室長兼

本社工場長

取締役

生産本部長兼生産管理部長兼

ＫＰＳ推進室長兼本社工場長

杉山　正直 2020年７月１日

取締役

海外事業室長

取締役

海外事業室担当
水谷　友保 2020年７月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から

2020年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、監査法人コスモスによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,682,181 4,996,273

受取手形及び売掛金 5,508,184 5,609,133

電子記録債権 3,392,725 3,180,993

商品及び製品 803,759 797,819

仕掛品 783,660 812,508

原材料及び貯蔵品 1,192,910 1,149,607

その他 139,008 156,466

貸倒引当金 △55,300 △52,400

流動資産合計 16,447,131 16,650,403

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 3,122,474 3,040,717

土地 1,793,808 1,795,342

その他（純額） 2,030,923 2,138,363

有形固定資産合計 6,947,207 6,974,424

無形固定資産 160,383 155,171

投資その他の資産   

投資有価証券 922,557 1,078,083

投資不動産 2,248,687 2,237,464

退職給付に係る資産 113,799 140,420

その他 430,951 363,489

投資その他の資産合計 3,715,995 3,819,458

固定資産合計 10,823,585 10,949,054

資産合計 27,270,717 27,599,458
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,752,795 1,420,108

電子記録債務 2,974,046 2,681,967

未払法人税等 524,611 480,182

賞与引当金 559,685 392,318

その他 1,315,323 1,489,306

流動負債合計 7,126,461 6,463,883

固定負債   

退職給付に係る負債 78,914 79,471

役員株式給付引当金 263,211 271,945

従業員株式給付引当金 1,769 2,274

その他 135,350 118,814

固定負債合計 479,244 472,505

負債合計 7,605,705 6,936,389

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,854,934 2,854,934

資本剰余金 3,023,334 3,023,334

利益剰余金 14,597,156 15,518,068

自己株式 △420,152 △413,700

株主資本合計 20,055,272 20,982,636

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,682 25,235

為替換算調整勘定 △172,655 △138,408

退職給付に係る調整累計額 △220,287 △206,395

その他の包括利益累計額合計 △390,261 △319,567

純資産合計 19,665,011 20,663,069

負債純資産合計 27,270,717 27,599,458
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 12,106,126 11,828,959

売上原価 8,820,682 8,052,575

売上総利益 3,285,444 3,776,383

販売費及び一般管理費 ※１ 2,247,105 ※１ 2,148,616

営業利益 1,038,338 1,627,767

営業外収益   

受取利息 3,845 3,819

受取配当金 4,672 5,274

投資不動産賃貸料 64,460 73,132

為替差益 41,061 －

作業屑売却益 5,591 －

貸倒引当金戻入額 400 －

その他 38,173 54,137

営業外収益合計 158,205 136,364

営業外費用   

売上割引 18,519 18,419

投資不動産賃貸費用 29,744 49,924

為替差損 － 14,366

その他 18,075 1,214

営業外費用合計 66,339 83,925

経常利益 1,130,204 1,680,206

特別利益   

固定資産売却益 － 3,360

特別利益合計 － 3,360

特別損失   

固定資産売却損 1,957 －

固定資産除却損 1,245 1,266

特別損失合計 3,203 1,266

税金等調整前四半期純利益 1,127,001 1,682,300

法人税、住民税及び事業税 304,014 487,761

法人税等調整額 43,849 48,261

法人税等合計 347,864 536,023

四半期純利益 779,137 1,146,276

親会社株主に帰属する四半期純利益 779,137 1,146,276
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益 779,137 1,146,276

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 4,452 22,553

為替換算調整勘定 △140,917 34,247

退職給付に係る調整額 50,771 13,892

その他の包括利益合計 △85,694 70,693

四半期包括利益 693,443 1,216,970

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 693,443 1,216,970
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,127,001 1,682,300

減価償却費 421,392 412,785

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △30,062 △6,739

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3,265 498

貸倒引当金の増減額（△は減少） △400 △2,900

賞与引当金の増減額（△は減少） － △167,367

環境対策引当金の増減額（△は減少） △35,000 －

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 37,715 15,086

従業員株式給付引当金の増減額（△は減少） 1,797 645

受取利息及び受取配当金 △9,810 △10,160

支払利息 18,519 18,419

為替差損益（△は益） △35,741 5,425

投資不動産賃貸収入 △64,460 △73,132

投資不動産賃貸費用 29,744 49,924

有形固定資産売却損益（△は益） 1,957 △3,360

有形固定資産除却損 1,245 1,372

売上債権の増減額（△は増加） 266,148 110,779

たな卸資産の増減額（△は増加） 163,303 30,159

仕入債務の増減額（△は減少） △11,040 △485,750

その他の資産の増減額（△は増加） 142,157 △14,037

その他の負債の増減額（△は減少） △78,610 117,489

小計 1,942,591 1,681,439

利息及び配当金の受取額 9,832 10,182

利息の支払額 △18,519 △18,419

法人税等の支払額 △89,393 △533,006

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,844,510 1,140,195

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △733,642 △468,387

有形固定資産の売却による収入 4,954 6,914

無形固定資産の取得による支出 △7,762 △39,061

投資有価証券の取得による支出 △151,397 △123,343

投資有価証券の売却による収入 2,107 －

投資不動産の取得による支出 △5,177 △6,731

投資不動産の売却による収入 31,707 －

投資不動産の賃貸による支出 △12,118 △31,970

投資不動産の賃貸による収入 50,584 64,802

会員権の売却による収入 － 1,200

その他の支出 △1,196 △512

その他の収入 － 30

投資活動によるキャッシュ・フロー △821,938 △597,057

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △14,431 △17,256

自己株式の取得による支出 △151 △40

配当金の支払額 △226,143 △225,132

財務活動によるキャッシュ・フロー △240,726 △242,429

現金及び現金同等物に係る換算差額 △30,868 13,382

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 750,976 314,091

現金及び現金同等物の期首残高 2,961,991 4,682,181

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 3,712,968 ※１ 4,996,273
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

　　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2019年４月１日
　　至 2019年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日

　　至 2020年９月30日）

給料及び手当 899,439千円 703,387千円

賞与引当金繰入額 － 170,610

役員株式給付引当金繰入額 37,715 15,086

従業員株式給付引当金繰入額 1,769 589

退職給付費用 28,827 36,025

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下

記のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日

　　至 2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日

　　至 2020年９月30日）

現金及び預金勘定 　　　　　　　　3,712,968千円 　　　　　　　　4,996,273千円

現金及び現金同等物 　　　　　　　　3,712,968 　　　　　　　　4,996,273
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日 至　2019年９月30日）
１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日
定時株主総会

普通株式 225,368 27  2019年３月31日  2019年６月24日 利益剰余金

（注）１．配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金6,750千円及び従業員向け株式

交付信託が保有する当社株式に対する配当金810千円が含まれております。

２．2019年６月21日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、創業80周年記念配当５円を含んでおります。

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と
なるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年10月31日
取締役会

普通株式 183,631 22  2019年９月30日  2019年12月５日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金5,236千円及び従業員向け株式交付

信託が保有する当社株式に対する配当金655千円が含まれております。

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日 至　2020年９月30日）
１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日
定時株主総会

普通株式 225,364 27  2020年３月31日  2020年６月29日 利益剰余金

（注）１．配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金6,426千円及び従業員向け株式

交付信託が保有する当社株式に対する配当金804千円が含まれております。

２．2020年６月26日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、大連北村閥門有限公司設立30周年記念配当

５円を含んでおります。

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と
なるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年10月30日
取締役会

普通株式 183,629 22  2020年９月30日  2020年12月７日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金5,148千円及び従業員向け株式交付

信託が保有する当社株式に対する配当金653千円が含まれております。

 

EDINET提出書類

株式会社ＫＶＫ(E01434)

四半期報告書

15/20



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、給水栓・給排水金具・継手及び配管部材の製造・加工・仕入れ及び販売を主事業とする専
門メーカーで、所在地別セグメント情報を報告セグメントとしております。

 
Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント 調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 日本 中国 フィリピン 計

売上高       

外部顧客への売上高 11,966,879 139,246 － 12,106,126 － 12,106,126

セグメント間の内部
売上高又は振替高

233,597 2,187,110 148,476 2,569,183 △2,569,183 －

計 12,200,477 2,326,357 148,476 14,675,310 △2,569,183 12,106,126

セグメント利益又は損

失（△）
1,121,816 258,237 △3,166 1,376,887 △338,549 1,038,338

（注）１．セグメント利益又は損失(△）調整額△338,549千円には、セグメント間取引消去23,434千円、各
報告セグメントに配分していない全社費用△343,629千円及び棚卸資産の調整額△18,353千円が含
まれております。全社費用は、主に親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

　　２．セグメント利益又は損失(△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント 調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 日本 中国 フィリピン 計

売上高       

外部顧客への売上高 11,660,756 168,202 － 11,828,959 － 11,828,959

セグメント間の内部
売上高又は振替高

307,654 1,927,971 142,513 2,378,139 △2,378,139 －

計 11,968,410 2,096,174 142,513 14,207,098 △2,378,139 11,828,959

セグメント利益 1,706,953 240,586 1,365 1,948,906 △321,138 1,627,767

（注）１．セグメント利益調整額△321,138千円には、セグメント間取引消去19,186千円、各報告セグメント
に配分していない全社費用△312,475千円及び棚卸資産の調整額△27,849千円が含まれておりま
す。全社費用は、主に親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益 96円54銭 141円85銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 779,137 1,146,276

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
779,137 1,146,276

普通株式の期中平均株式数（株） 8,070,534 8,080,841

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式数に、役員向け株式交付

信託が保有する当社株式（前第２四半期連結累計期間246,489株、当第２四半期連結累計期間236,232株）及び

従業員向け株式交付信託が保有する当社株式（前第２四半期連結累計期間29,934株、当第２四半期連結累計期

間29,756株）を含めております。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

（中間配当）

2020年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………183,629千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………22円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2020年12月７日

　（注）１．2020年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

２．配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金5,148千円及び従業員向

け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金653千円が含まれております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 

2020年11月13日

株式会社ＫＶＫ

取締役会　御中

 

 

監査法人コスモス

愛知県名古屋市

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岩村　豊正　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 長坂　尚徳　　印

 

 

 

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＫＶＫ
の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020年９月30
日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ
ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書
及び注記について四半期レビューを行った。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＫＶＫ及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政状態並び
に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信
じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ
た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責
任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入
手したと判断している。
 
その他の事項
　会社の2020年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係る
四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が
実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2019年11月11日付けで無限定の結論を表明しており、
また、当該連結財務諸表に対して2020年６月22日付けで無限定適正意見を表明している。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続
企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期
連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー
手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され
る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど
うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において
四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が
適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人
の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業
として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成
基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務
諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ
せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査
人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査
人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な
発見事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並
びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを
講じている場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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